
緊急企画展

2018 年 10 月、化石採集家の宇都宮 聡氏によって、湯浅町内から発見されたス

ピノサウルス類の歯化石について（2019 年 3 月 14 日記者発表）、発見時には破損
した状態であったものを、自然博物館にて修復し、その全貌が明らかとなりまし

た。

自然博物館では、この化石を展示するとともに、国立科学博物館等所蔵の海外

産の素晴らしいスピノサウルス類の化石（レプリカ含む）を多数展示し、スピノ

サウルスについて紹介する緊急企画展を行います。

１ 展示化石の概要（①名称 ②産出地点 ③推定年代）

A ①スピノサウルス類の一種（歯 １点）

②和歌山県有田郡湯浅町

③中生代白亜紀前期（約1億3000万年前）

B ①海外産スピノサウルス類 ３種の化石

（下顎の一部と歯、椎骨等 計１９点*レプリカ含む）

②モロッコ・ラオス・英国

③中生代白亜紀（約1億2000万年～1億年前）

C ①ティラノサウルス・レックス （歯の化石 ２点）

②アメリカ合衆国

③中生代白亜紀後期（約7000万年前）

＊スピノサウルスの歯との比較用標本

２ その他の展示物

スピノサウルス類の生体復元模型 １点

製作：海洋堂（古田悟郎）

３ 展示期間 ２０１９年６月１８日（火）

～１０月中旬

４ 展示場所 自然博物館第２展示室

５ 問い合わせ先

TEL: ０７３－４８３－１７７７ https://www.shizenhaku.wakayama-c.ed.jp

FAX: ０７３－４８３－２７２１ mail: postmaster@shizenhaku.wakayama-c.ed.jp

〒642-0001 和歌山県海南市船尾370-1

和歌山県立自然博物館
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A スピノサウルス類の歯

スピノサウルス類の生体復元模型


